
都市と犯罪
一平成4年度横浜市を事例として-

旧来から,地域社会と犯罪の関係は都市と農村

の対比において展開されている｡しかし,戦後か

ら現在に至る日本の犯罪はその質 ･量共に大きな

変化を迎えた｡これは戦後 日本の社会 ･経済 ･生

活 ･意識及びあらゆる事象に生起 した変化を考え

れば当然の事かもしれない｡また,現在の日本の

都市の多 くは,従来の,地域社会と犯罪で取 り上

げられたごとき都市とは少々異なる存在であると

言える｡そこで,本論文では,典型的な日本の現

代的都市,横浜,を対象として取 り上げ,現代の

都市と犯罪の関係の考察を試みてみた｡

構成としては,大略次の形をとっている｡

第 1章 :はじめに

第 Ⅱ章 :犯罪学の流れと展開

第Ⅲ章 :戦後～現在間の日本の犯罪動向

第Ⅳ章 :1. 地域社会と犯罪研究の概要

2.横浜市の姿

3. 他の三大都市 (東京 ･名古屋 ･大

阪)との犯罪比較

4. 横浜市の犯罪

第Ⅴ章 :おわ りに

上記のような構成の下,犯罪の各種指標と他の

主要な各種統計指標の比較を行い,それより現代

の都市的犯罪の要因 ･誘因の考察を試みてみた｡
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その結果,以下の結論が導かれた｡

(a) 横浜市の犯罪は,その住宅都市的性質から,

他の都市 と比較 して量 ･質共に ｢都市的性

質｣が乏しい｡

(b) 東京 ･大阪などのまさに ｢都市的｣都市は他

の周辺都市の都市機能を担っているが,それ

に付随 して周辺都市の犯罪をも担 うことと

なっている｡これにより一層の犯罪集積と拡

散が助長されることとなる｡

(C) 従来にくらべ経済的要因が犯罪に及ぼす影響

は減少しつつあるようにみえる｡

(d) 豊かで安定 した生活は犯罪の抑制に結びつく｡

この点は,経済的 ･環境的要因が全国的に改

善されている日本では特に重要である｡よっ

て住宅都市である横浜市の犯罪は一層の低下

を示していると言えよう｡

(e) (C),(d)などからも把握されるように犯罪の要

因 ･誘因は旧来とはその様相を異にしつつあ

る｡そこで教育指標を中心に考察を試みた結

果,現代の犯罪の要因 ･誘因のひとつとして

｢普通からの疎外｣が大きな位置を占めてい

るのではないかという推測が導かれた｡異質

なものを許容するという ｢都市的｣性質が一

般的に少ないように見受けられる住宅都市で

は,特にこの影響は大きいといえるのではな

いか｡
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